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の」を指しており、特に今回の事例は、遺構の長軸方向に沿

った並びではない。 

(5) 土器棺墓 B607 の１基のみ残存状況が不明だった。ただし、

これについても深鉢口縁部が残存していたことから深鉢を棺

身としていた可能性は高い。 
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挿図典拠 

図１・２ 松室・重田 2015を一部改変 
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――  論論  文文  要要  旨旨  ――  

  

本論では、滋賀県栗東市に所在する上砥山遺跡における河川跡から出土した古代の曲物の底板や蓋板（以下、円

板）をはじめとする木製品について、年輪年代測定の結果を報告し、そこから推定できる出土遺構の数値年代につ

いて考察した。19 点の木製品を選定し、全点非破壊で年輪年代測定を実施したところ、10 点について年輪年代を

特定できた。最も新しい木製品の最外年輪年代は CE641であり、遺構の上限年代は、この年代を遡らないことが明

らかになった。樹皮や辺材が残存するとみなされた木製品はなかったため、伐採年はより新しい年代になると考え

られるが、同遺構から出土した他の遺物の時期が７世紀中葉～８世紀中葉を中心とすることと整合的な結果となっ

た。今後も円板が出土した場合は、年輪年代測定により出土遺構や伴出遺物の数値年代を推定することが期待され

る。 
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